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.江
戶
時
代
期
頭
に
於
け
る
日
本
の
農
村
は
、
そ
の
內
部
の
歷
史
的
社
會
關
係
か
ら
見
る
と
、

次
：.

の
三
つ
の
：地
方
に
區
分
し
て
考
え
る
こ

と
が
出
來
る
：。‘第
一
は
古
い
庄
園
制
の»

#

_係
が
永
ぐ
生
き
殘
つ
て̂

封
建
的
領
主
層
の
ヵ
が
伸
張
し
得
な
か
^
た
幾
內
及
び
そ
の
周

邊
地
方
、.第
一1

は
鎌
倉
時
代
以
來
守
護■
頭
の
.勢
力
が
庄
園
領
主
の
ヵ
ぞ
排
除
し
て'、，.
#建
領
主
.權
が
確
a：
.さ
れ
、

」

室
町
末
期
か
ら
戰
國

:時
代
べ
か
け
て
大
名
勢
ヵ
の
卞
に
襲
の
詈
_

秀

が
次
第
.に
形
成
さ
れ
：つ
、
お
つ
た
が
、
：；未
だ
そ.の'自
由
な
發
展
が
見
^
れ
ぬ
前
に
江
戶
時
代
の
社
會
秩
序
が
成
立
し
、
舊
小
镇
主
層
が
そ
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ま
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-W
姓
，の
層
に
押
し
卞
げ
ら
れ
た
地
方
、
'が
こ
れ
..
で
あ
る
。
吾
々
.が
こ
X
に
史
的
硏
.究
.の
對
象
と
し
て
い
る
關
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づ
か
み
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K

え
ば
東
海
' 
北
陸
、
中
國
の
諸
：地
方
と
な
ら
ん
で
こ
の
第
ー10,
類
型
に
屬
す
る
と
見
：る.
.ご
と
が
出
來
ょ
ぅ
.0
然
し
、江
戶
時
代
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じ
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と
.い
つ
'た
雲

1

ろ
う
。
江
戶
時
代
を
通
じ
て
關
東
着
が
こ
の
よ
う
な
過
程
の
.中
に
作
り
出
し
て
い
つ
た
一
般
的
醤
を
、
最
近
の
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代
表
的
研
1

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
^
■
第
一
、
に
、
關
東
地
方
は
幕
府
の
.天
領
と
f

で
旗
本
領
御
家
人
霉
が
多
く
、
こ
れ
ら
の 

I

主る都
市羃の
影響か
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隨

星

i

の
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求
■

酷
f

マ

善
る
五
街
道
を
始
め
と
し
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、
.街
道
宿
驛
の
數
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.多
く
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隨
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1」

れ
に
附
隨
す
1
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助
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等
の
農
村
負
擔
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極
め
霍
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に
、
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甚

と

。.第
四
に
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動
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證
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麗
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刺
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な
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孓
全
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し
て
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主
穀
農
業
が
中
I

な
し
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ハ
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し
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酒
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利
貨
的
機
能
蕾
じ
て
享
保
以
降

I

趣

を

讓

し

寄
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弋

d

そ
の
規
模
は
泔
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て
ト
ざ
か
っ
も
こ
と
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固
よ
り
以
上
め
指
摘
ば
'，
關

贫

農

村

臾

研

究

の

未
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現
段
階
か
ら
す
れ
ば
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お
一
個
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豫
调
的
見
透
し
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け
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，今
後
に
ぎ
る
關
東
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一.し
て
S

さ
れ
な
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ば
な
ら
な
い
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以
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右
S
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S
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に
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川
北
岸
の
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玉
の
一
農
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げ
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江
戸
時
代
.

Q

武
藏
國
埼
玉
郡
麥
貪
村
は
現
在.の
输W

縣
北
墙
苯
鄹
_

島
村
大
字
麥
倉
及
び
ぞ
の
南
方
に
接
續
す
る
大
字
大
塚
•
筑

道
•

/

.:

大
島
V

細

間
‘
土
.苻
く
曾
根
を
含
む.
>東
西
1
:ー'
_

V

.

.除
、
利
根
⑴
本
流
の
北
岸
に
位
す
る
こ
の
地
方
は
>

、江
_戸
時
代
に
は
.對

岸
-:
0

向
;1
1

邊
傲
に
對
し
て
古
河
川
邊
領
と
呼
ば
水
，た.°
こ
の
ー
一
つ 

^
^[
邊
領
は
古
ぐ
は
併
せ̂

北
川
邊
と
稱
さ
れ
ノ
北
方
鄕
太
由
庄
の
ぅ^

で
あ
つ
た
が
マ
ー
兀
和
ヾ
七̂

^

六
ニ一

)

：禾
根
パ
の
現
在
の
河 

:

.
道
<
新
川
通
>
.が
^

の
中
央
を
貫
流
す.る
ょ
>

に̂
&'
'つ
で
が
ら
.
？

 ̂

.

當
時
^

河
川
邊
領
に
屬
^
允
村

 々

.は

、
へ

麥

倉

を

始

办

本

鄉

，

.前
谷
-

向
取
河
，‘
'柏

戶
*-
.小
野
袋
；ノ
柳
生‘
大
會
0:
-
^

'
.

範
圍
と
ー
.致
し

：て

い.る
：が
、：
古
河
;1
1
邊
領
の
名
が
示
す
如
く
、
江
戶
蹄
歌
を
逋
じ
で
終
始
古
河
藩
の
支
配
に
属
し
て
い
た
.。
古
河
藩
は
下 

::■
.
'總
國
葛
飾
.郡
へ
現
在
辕
島
郡
 > 
の
.小
藩
で
あ
：る
が
:-
餐
墨
に
奧
州
路
を
扼
ボ
る
要
她
泛
て
常
に
譜
代
大
名
の
統
治
す
る
と
こ
ろ
で 

あ
つ
.た
，
慶
長
以
降
：

9

歷
代
藩
轰
次
表
.一
の
如
ぐ
.1
る
0
'
.

(

第」

，

.

.

'■
■

.古
^ '
リ
蹵
九
ケ
神
0
一
 

た
る
麥
倉
村
に
：つ
い
て
見
る
と
、
へ
そ
の
開
發
年
代
は
明
ら
か
^ ,
は
な
い
が
、
明
應
年
間

(

一
四
九
こー

一
五
〇

一

)

 

.

k
茌
川
權
頭
義
俊
な
：る
蓉
居
城
を.靡
え
領
主
：と
じ
；て
此®
に
：胜
す
と
^
ぅ
が
ら
、
.室
町
時
^
:中
期
に
：は
旣
に
村
落
と
し.て
：の
姿
を
現
し
て 

•

ハ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
：の
後
石
川
氏
は
羽
生
城
生
木
戶
氏
と
の
戰
に
敗
れ
、
：

1:

村
悉
：く
廢
地
と
：な.つ
た
が
、
右

第 1表:笛河藩歷代藩主こ覽表
■ • . - ■ ■'  • - .

1 慶長7 年 (1602) 松平丹波夺康長 2 萬石

2* 慶長1 7年 （1科2) 小笠原$ 衞門佐信之 2 萬石

8 元和..5 年 （1619) 處平美作守忠昌 1 1 禽石

4 元和8 年 C1622) 永井右近大夫i 勝 7.萬千右

5 寬永10竿 （1033) 土并大饮守利翁 16萬 2 于石

6 天和1 年 （1辟1) 堀田筑前守正，食 : ’ 5 萬石

7 貞享2 年 ( I 685) 松平自向‘守信之 9 萬石

8 元祿 7 年 （1694) '松平#■豆守信輝 ， 7 萬石

9 正德2 年 <1712) 本多中熟大輔忠择 6 萬石：

10 寶磨9 年 （1759) 松平 M 防守康 _ 6 禽石

11 寶曆12年 （1762) 土井大炊变利 M 7 萬右

ニ
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び
當
地
に
戾
り
開
發
し
た
と
：い
^

.爾
来
發
展
の
一
.路
を
迪
っ
た
こ
.の
#

の
完
減
期
の 
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」
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ノ
姿
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、
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筑
道
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*
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.內
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*.
細
間
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土

府

，
：，
曾

根

：

,倚
井

の

九

.
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の

 

.表
',
,長
之

.昌
：
勝

勝

俊..
。
^ :
輝

^
ー
順.里
.
.
.
.
.

小
名
を
含
み
、
.東
は
大
會

‘
柳
生
の
ー
_餘
、
'南
.は
利
根
川
を
隔
て
>
彌
丘
*.
,
.佐
波

.
外
 

.
f

.
賴

ぎJ
:

明1
1

補

：賴

轉

賴

^

■;
.
:野
の
三
村
に
#
し
、
：西

.は
齔
積村

-.

f

_

被

謂

作

.砂

.飲
前

.向

.：豆
：_
防

坎

..
村
に
接
し
て
い
た
？
江
戶
ま
で
で
の
钜
離
は
陸
路
屮
七
里
半
、
'水
路
三
十
r
s
i稱
さ
tt
- 

^

，

左
'美
^

大
筑

.日
伊
げ

.

.蜀..大
V 

:

.

.

.

厨
：
平
輝
平|

并
.田
，
乎
卒

.胸
，平
.井
.

る
9
睦
路
&
し

て

は

古

河

，
を
逋
過
し
セ
ー
い

'る
.陸
羽
街
道
及
び
古
河
か
ら
當
村
及
び
隣
村

U
-奧
？

掘

ね

:

飯
積
村
を
經
て
西
走
し
、
へ
睦
羽
街
道
と
冲
山
道
と
を
結
ぶ
脇
往
還
が
存
莅
す
る
。
こ
の 

60
2
61
2
61
9
62
2
68
8
68
1
^

表 

a 

d
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a 

a 

a 

a 

a 

a
. 

a 
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.年
年
年
、年
年■

年
：：

年
.：：年
'
,年
'年
年
：.
.，足
差

出

の

義

務

を

負

わ

さ

，れ

て

い

た

.。
水

路

と

し

，
て

は

利

根

川

及

び

：
合

ノ

川

を

考

え

.ね
' 

■パ
第」

®7
篇

- 

'
孿
慶
元
元

.寛
：
天.貞
、元
正

.費
：寶

樋
遺
川
村
を
經
て
豐
野
村
揭
ロ
方
面
に
至
名
淺
眺
川
が
本
流
と
な
っ
て
い
た
が
、
元
和 

1
2-
. 

3 

4 

5
/ 

6
:
 

.
7 

8 

9

10
11
.

:

七

年(

こ
ハ
ニ
ー
 
ン
に
新
川
通
と
：稱
さ
れ
る
今
日
.の
：利
极
川
の
河
道
が
掘
開
さ
れ
、
そ
の

方
に
本
流
が
ぅ
：っ
っ
^

こ
れ
ょ
り
先
.、
別
に
現
在
：.の
大
箇
野
村
大
髙
嶋
の
地
先
か
：ら
上
野
•

武
藏
の
國
甥
を
流
れ
て
小
野
袋
方
面
に
流 

.れ
て
渡
良
瀨
川
と
合
す
る
一
：支
流
が
あ
り
、
.合
ノ
川
と
呼
ば
.れ
た
。
こ
，の
)1
|
.
は
麥
倉
村
の
北
側
を
貫
«
し
て
お
り
、
利
根
川
ど
渡
良
瀨
II
I 

•と
を
結
ぶ
重
要
水
路
を
な
す
と
共
：に
、.

洪
水
の
害
を
と
の
村
に
與
え
た
::
^
で
あ
：
っ

た

が

、
；
，天

保

尤

.年
n

A一

) 
一A
V
.
に
至
り
、：

大
箇
野 

村
の
人
口
を
締
切
っ
た
の
で
、
苡
氣
は
縻
川
と
な
づ
た
。
寶
曆
i

.年
の
村
鑑
帳
は
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當
村
用
水
者
利
根
川
埼
玉
那
飯
積
村
玖
樋
^
引
取

。
武
藏
國
埼
笨
都
麥
倉
村
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第4表 御 勘 定 帳 ー 覽 表

r. ■ *
へ.. .米'..:'：: .，，永：: 犬 瓦

侬 " 雨办 > m
1 7 1 1 • 正德’ 8 1469.856 221.1 169.314

. 1718 享保 3 13 ア 6.197 278.1 159.314
1720 5 1348.348 . 2 0 8 . 3 156.966
1721 6 ，上...'1 へ 62.2 159.314

. • 1722 7 885.869 ：222.2 159.814
1723 8 . . . . . . . . . . ' . . . 114.2 159.314

' ；1725 10 834.611 218.lv 164.851
1726 • 11 081.680 へ’.:' ' 206,2 / 159.314
1727 12 , <  : :一， 134：0 63.881
1728 ■ 、.ぐ，，：. 13 . 98.2 12.372

• • 1729 14 999.007 199.0 16a314 ,
1780 15' 902.806 205.1 159.814

. 173i 16 861.411 20B.0 154.818
1732 17 卯 6:012 208.0 157,319
1733 18 1088.968 . 207.2 159.314
1734 19 846.449 206.0 1S3.312
1735 20 1089.628 209.0 ；148.815
1736 元文 1052.433 : 2 0 8 , 1 153.8i2
1787 . 2 1089.628 ■207.3 . 159.S14
1738 8 931,561 208.1 / 154.318
1739 4 •.：1089.628 207,3 ’  ^69.314

‘ 1741 ‘寬保 1 . 1 0 3 8 . 3 7 3  -• 208.1 、 153.326
1742 2 1 ' ：. . . . . . .  ..... ；62.2 ノ. . . V . _/

1743 8 1112.887 207.3, ' *  159.314
1745 延享 2 969.421 1 208.1 153.782
1746 3 Iil2.887 207.8 159.314
1747 :...'4ン 1112.887 . 207,8 159.314

• 174S M m 1 1005,610 208.1 158.729
1749 す 987.611 ‘ 213.1 85.310
1750 8 1009.B81 207.3 159.314

'1751. -寶曆 ! 1 * 1001.656 208.0 153.984
1762 r 」：. 2 1099.633 214.1 156.313
1753 3 1112.855 214.0 159.314
1764 4 1081.752 214.0 169,314

• 1765 5 1112.655 214.0 159.314
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國
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玉
郡
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村
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九
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本村組 . 新甶組

村 高 815石 807石
家 '數 . 167月 230戶
人 數 . 790人 937A
.馬 30 匹 即匹

田 458反 ■675K
畠 881反

V *

869反

人 %
5 町以上 6 3
3 — 5 町： 13 'て：. . . 7 .

2 — 3 W 30. 17
1 — 2 町 49 • 27
5反一1町 35 19
5 反以下 49 27
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通
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以
上
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の
如
き
政
治
的
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自
然
的
條
件
の
下
に
あ
つ
た
江
戸
時
代
に
於
け
る
麥
倉
村
の
金
貌
を
明
ら
•か
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
が

、
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い

ま

寶

曆

才

四

年
；：：

c
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r

主
ハ

は
最
後
の
古
河
藩
茧
土
井
氏
が
着
在
し
た
翌
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年
で
あ
り
、

こ
の
記
述
は
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較
的

#

_
弋
為
る
が
、；««|
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寶
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五
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村
高
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：
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：
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1

,

パ
こ'
の
內
ー1
〇
五
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は
前
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古
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E

改
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.
田

畠

合

計
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町
以
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1
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A

町

(

こ
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內
■

田
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三
町
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ぐ
高
ブ
七
五
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彖

數
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.ー
九
七
軒
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人
別「

一
七
.

一
士
ハ
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0

男
九
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ご
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村
は
何
時
か
ら
か
本
村
組
と
新
田
組
と.办
.ー
1
0
:に
分
れ
：
寶
曆
頃
に
は
名
主
，
1
:ー
名
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夫

々

；
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：
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管

理

し

、
、
村

鑑

帳
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名
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か
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本
村
名
主: ^
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新
田
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1 .
て
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告
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殘
つ
て
い
る
。
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組
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龈
圍
は
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明
ら
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え
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が
、
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大
き
さ
め
大
體
の
比
は
左
の
表
に
よ
：つ
て
見
る
こ
.と
が
出
來
.よ
ぅ
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第
一
一
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..第
一
t
e 土
地
所
有
關
係
で
あ
：る
が
、
：こ
•れ
を
摔
る
べ
き
史
料
と

田組ー覽表第2表 本 ;

第3表土地所有高別階層

•: 構成表 /

..
L
て
は
唯
一
.っ
寬
文
四
年(t

六
六
西)

め
檢
地
帳
四
冊
が
あ
る
の 

み
で
.あ
っ
て
、
こ
の
檢
地
帳
土
に
現
れ^ .
ー
 
八

1
Aの
土
地
所
有 

高
別
階
層
構
成
を
示
せ
ば.次
：の
如
く
.で
あ
る
。
■«
囊

：

> 

こ
れ
に 

ょ
：っ
.て
：.み
る
と
、
.ー'町
步
乃
至
三
町
步
の
所
有
者
が
ニ
四 

人(
全
體
の
六
三
方)

を
占
め
て

い
る
點
は
注

目

さ

れ

る

。
卽

ち

. 

が
ノ
く
：と
も
.

江
戶
時
代
初
頭
の
こ
の
村
に
於
い
て.ば
、
こ
の
層
が



1 8 Q 9 6  . 3 8 2 . 2 8 5 2 2 2 . 1 1 6 4 . 1 4 9

1 8 1 0 し  7 8 9 0 ：7 2 4  . 2 2 3 . 0 1 5 9 . 3 1 4

X 8 1 1 8 8 8 8 . 1 6 7 2 2 3 . 8 1 5 9 . 8 1 4  •

1 8 1 2 た ： 9 7 4 4 . 9 3 2 2 2 2 . 2 1 5 4 . 4 6 8

1 8 1 3 1 0 1 7 . 2 5 6 1 4 0 . 3

1 8 1 4 1 1 9 2 0 . 2 7 6 2 2 3 . 3 / 1 5 9 . 3 1 4

• 1 8 1 6 1 2 x • 8 6 0 . 6 9 0 2 2 B . B 1 5 9 . 3 1 4

1 8 1 6 1 3 8 0 5 . 1 8 6 2 2 2 . 0 1 5 9 , 3 1 4

1 8 X 7 1 4 8 2 3 . 8 6 7 2 2 3 . 3 1 5 9 . 3 1 4

1 8 1 8
访 9 4 6 . 2 9 6 2 2 3 . 8 1 5 9 . 8 X 4 .

' 1 8 1 9 文 踔 2 8  砦 . 0 6 5 2 2 3 . 0 1 6 9 . 8 1 4

1 8 2 0  v 3 8 0 7 . 1 7 3 2 2 4 . 1 1 5 4 . 1 4 9 .

1 8 2 1 レ ノ  4 4 2 1 . 3 7 7 2 2 2 . 1 1 5 4 . 1 4 9

• 1 8 2 2 6 8 9 3 . 8 2 5  ' 2 2 3 . 3 1 5 9 . 2 6 0

1 8 2 B 6 1 6 . 2 5 6 ぺ 1 4 1 . 1

1 8 2 4 , ； 7 4 . 6 0 7 1 3 7 . 0

1 8 2 5 . 8 4 . 1 9 0 1 3 7 , 0 ^ ~ • .

1 8 2 6  . - 9 8 0 1 . 4 5 3 2 1 7 . 3 1 5 9 . 8 1 4

1 8 2 7 1 0 8 9 1 . 8 8 9 2 1 7 . 3 1 5 9 . 8 1 4

1 8 2 8 1 1 8 9 2 . 9 7 9 2 1 7 . 3 、 1 6 9 . 3 1 4

1 8 2 9 1 2 2 . 8 6 1 1 3 2 . B
ニ : '… ' . ' :

1 8 8 0 1 8 3 4 0 . 4 9 3 2 1 7 . 1 1 5 4 . 1 4 9

■ 1 8 3 1 . 天 保 2 5 7 4 . 9 7 4 2 1 7 . 1 1 5 4 . 1 4 9

1 8 3 2 3 8 2 5 : 8 4 2 2 1 8 . 1 ； r  1 5 9 . 3 1 4

1 8 8 3 4 7 8 8 . 7 7 4 2 1 8 . 2 : 1 5 4 . 1 4 9

1 8 3 4 ’ 5 8 0 5 . 4 6 1 , 2 2 0 . 0 1 5 9 . 3 1 4

1 8 3 5 6 8 6 2 . X V 6  ‘ , 2 2 0 . 0 し 1 5 9 . 3 1 4

1 8 B 6 7 4 0 6 . 8 9 9 2 1 8 . 0 1 6 4 * 1 4 9

\  1 8 3 7 8 2 0 6 . 3 6 6  ̂ 2 2 2 , 0 1 1 5 4 . 6 7 5

1 8 3 8 9 7 9 7 . 1 9 6 2 2 2 . 1 , 1 ^ . 6 7 5

1 8 3 9 1 0 8 1 0 . 8 7 8 2 2 2 . 1 1 5 4 . 6 7 7

" 1 8 4 0 1 1 8 5 2 . 4 1 5 2 2 1 , 8 : ’ 1 6 9 . 1 4 1

1 8 4 1 1 2 3 . 4 4 5 1 3 7 . 0 . ハ — パ

1 8 4 2 ' 1 8 '  6 0 7 . 1 3 9 • 2 2 0 . 2 1 5 4 . 6 7 5 .

1 8 4 B 1 4  : 7 4 6 . 7 8 8 2 2 0 . 2 1 5 4 , 1 4 9

1 8 4 4 1 5 8 4 9 . 2 8 1 2 2 B . 8 1 5 9 . 8 4 1

1 8 4 5 弘 化 2 1 8 . 2 4 6 1 4 1 . 1
一

1 8 4 6 3 9 4 . 2 6 9 2 2 1 , 3 i 6 9 . i a ；

X 8 4 ? . 4 3 2 2 1 2 0 . 3 *—
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1756 . 6 1111.404 214.0 159.314
1757 マ.'' .■ — • 67.2 ...一，..
1765 明 和 2 ， ! 982.627 225.0 159.814
咖 ， 3 962.176 ' 325.0 159,314
1767 4 840.048 423.0 1 . 159.785
1768 5 ' 986.443 226.1 ： 159.314.
1769 6 858.797  ̂ 226.1' 159.314
1772： 9 950.177 226.3 159.314

• m 3 安 永 2 ソ 874.460 226.0 159.814
1774 3 , 950.177 226.1 , 159.314
1776 ：. 5 954.054 226.2 159.314

, 1 7 7 7 6 954.054 * 226,2 159:314
1778 7 867.689 226.2 159.314
1780 9 937.112 226:2 159.814 '
1781：ノ 10 747.612 226.8 154.149
1782 天明. 2 858.118 2.27.1 154.149
1788 8 950.180 鉍6,2 . 159.314 •
胸 こ..，: 0 894.679 226.1 169.314
1787 マた:: 54.892 138.2 . . . V:' —
1788 885.385 22B.2 154.149
1789 寬 政 i 808.243 225.0 156.624.
1790 : ノ 950.98S1 224.2 189.314
1791パ 3 -931.272 * 224.2 159.314'

. 1792* 64,418 / 166.1 21.488
1793 ’  5 950.507 . 223.3 159.314

' 1794 6 809.897 222.1 154.149
1795 へ:' 7 . 887.66B 223.3 159.314
1796 8 876.471 223.3 159.314 '
1797 9 ぺ ♦ 顧 .170 222.2 ' ；164.149
1798 10 888.884 223.3 ' 159.3M

‘ X799 11 620.184 v 222.0 154,149
、 1800 12 \ V 895.829 228.3 159.814

1802 享 和 2 880.340 223.0 169.314
1803 3 692,888' ■ 222,6 154.149
1804 .丈化ハ:L , -926.274 ♦ 228.0 159.314
180ち 2 912.859 … 223.0 两 14
X806 8 904.762 ■ 223.8 169.814
1807 4 912.804 228.8 169.3m

- 1808 6 438.238 222.1 164.149
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第6 表農業外職業ニ寶表： 第5表 田 種 如 ；̂盛及物成表

面 積  
(罕位反） %

，- 1
右盛 反當物成

■ • - - ■ ,

上 :田 68,517 7 10
51- 升

6. 9

中 _ 276,818 27 6. 6
卞 田 685,315 66 6 a  -2.

下ケ田 2,507 0 4 4. 2
計 1038,222 100

文取

133土 :畑 271,710 X I 8
中: 畑 327,508 2X 6 117
卞 畑 」958,516 62 4 ベ 102
下冷畑 ’ ?,629 2 50

計 567,428 100
. .

商 人 •その他

V

額

丨

に

つ
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い
.

て
見
れ
ば
次
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如
く
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る
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第
五
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四
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以
外
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職
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す
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あ
つ
：た
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ン
^

る
と
^

の
ー
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セ
あ
各
プ
^

六
表
ソ
合
計
方
十
五
名
が
龜
業
以
外
の
職
業
を
も
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い
.：た
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ら
れ
る
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全
數
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に
相
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す
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し
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來
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當
村
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ー
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村
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し
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( 1848 嘉永 1 785.223 194.2 159.141

1849 2 788.571 * 194,2 159.141

1850 3 296.327 ： % 207.1 165.161

• 1851 4 788.864 212.0 159.141

1853 6 8U.7BB 5 21'4.1 159,141

1854 7 813.756 214.1 159.141.

1856 安吟 3 626.357 213.2 155.188'

1857 . .... 849.187. へ .213.2 159.141

1858 5 353,873 ン 214.0 165.184

1959 6 2.298 ' 131.3 . . •

: 1 8 6 0 萬延 1 6.255 135.1 ■— .

し ■1861 文久 i 504.000 218.3 155.184

1862
i

2 689.822 21B.0 . - r —  •

1863 3 689.829 213,0 159.141

; 1 8 6 4 ，元治 池 773.2i8a 2X5.0 154.676

' 1865 慶寧 1 63S.1S7 1 215.0 154.675

' 1866 2 486.挪 216.0 .164.676

1867 3 8.165 150.0 5.71?

1868 4 厂 773,154 216.1 154.675

1869 明治 2 10.291 228.0 77.328

1870 . ：_ :■ ■ 3 81B.37B 217.0 130.168
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內
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る
、に

隨

つ

て

、

)

恐
.ら
く
は
徹
底
的
に
變
化
.す
る
も
の
と
思 

，わ
，れ
る
が
、
そ
れ
を
語
る
べ
ぎ
史
料
は
何
物
も
殘
づ
七
ぃ
な

■
ン
第
ニ
に
貢
租
關
係.で
あ
る
が
、.さ
.れ
に
は

正

德

三

年a

 

:
■七

.ご
か
ら
明
治
三
年
一(

一
八

-t
r

'

gに
荖

る

間

め

，
御

勘

定
 

.'
■
帳
が
揃
勺
て
お
り
、
ぞ
.の
一
覽
表
を
作
製
す
れ
ば
次
の
如
く

で
4

。(

第
西
表)

i

f
ょ
る
と
、
'
H繁

^̂

室
る
百
六
十
年
間
に
十
九
囘
の
大
不
作
が'あ
り
、
そ
の
度
に 

'
.米
納
は
殆
ん
ど
零
.に
..
近
い
數
値
に
減
.じ
て
い
る
。

一
般
的
に 

.

.は
寶
曆
以
降
慕
末
に
至
る
に隨
い
米
納
額
は
漸
減
の
傾
向
に

:

あ
り
、
寶
曆
以
前
に
は
千
俵
を
越
え
て
い
た
も
の
が
、
素

*

 

.

 

.

.

 

•

 

•

 

■

-

-

-

に
.は
六
、
七p

俵
臺
を
普
通
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
：
こ
れ 

ノ 
.に
對
し
て
大
豆
納
及
び
永
納
に
關
し
て
は
特
別
の
凶
作
時
を 

いv

は
殆
ん
ど
そ
の
額
が
不
動
で
あ
る。
',
.

:■■
■
第
三
に
耕
地
.の
種
則
，と
.貢
租
の
關
係
丨
石
盛
と
反
當
貢
租
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新
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藏
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输

滿
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者
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栗
原
良
輔
氏「

利
根
川
治
水
史」
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:

(
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>
:こ
^;
數
字
ぼ
*
曆
^
四
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'
:
べ
 

年
の
..「

村
鑀
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'
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:
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:

示
し
.

て
い
る.
。
田
畠
：の
面
積
は
寬
文
の
檢
地
以
^'

幕̂

ょ. 

. 

.

.
‘ 
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.. 
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.麥
倉
村
一
の
輪
郭
は
大
要

堂
：：

め
如
ぎ
も
.の
^
あ
る
が
->

&
戶
_
代

^
於
け
る
こ
.の
材
隨
--
'の
、
家

は

代

，々

の

.名
主

バ

大1屋
：？：

小

室

家

で 

.
あ
つ
た
。
今
日
こ
の
家
は
殆
ん
ど
村
人
の
視
界
か
ら
淺
し
去
つ
た
け
れ
ど
も
、
江
戶
時
代
少
く
と
も
そ
の
後
半
期
を
.通
じ
て
常
に
名
主
大 

M
ff
i
屋
と
' 

Uて
付
ん
の
.上
に
君
臨
し
t
い

た
の
：セ

取

っ

た
。
：' 
朋
治
六
年 

' 

(

穴 

一：：

筆
限帳

：！

に
よ
る
と
ノ
/J
V
室
六
左
衞
門
は

.

:  

,

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

. 

ノ
 

-

.-
•

. 

' 

,

.
田

八

町

餘

、
ハ

畠

ニ

士

1

町
餘
、
：合
計m

十
町
餘
を
所
有
し
.て
，い

る

。

：：

幕

末

：の

反

別

は

ニ

：七

八

町

步

，
あ

る

か

ら

(

天
保
鹿)

、
約
十
分
の
1
‘

.

.

.

. 

、• 

. 

. 
. 

■ 

• 

; 

• 

. 

, 

*

を
^ .
持
し
た
と
‘と
が
：わ
か
る
。

：

こ
の
家
が
.何
時
暖
か
ら
村
內.に
董
き
を
ー
な
し
た
の
か

(

そ
の
賓
の
蓄
積
が
如
何.に
.し
て
.行
^>
れ
た
か
等
に 

•
就
い
、て

は
--
.切
不
明
で
^

る
。
.
こ
；の
村
に
||
す
1

最
^

の
史
科
た
る
寬.文
四
年
< 
一：.六
.六
の
椋
地
帳
に
於
い
て
旣
ヒ
村
內
持.高
第
一
S

-
リ
 

\
 . 

- 

: 

■ 

- 

■ 

V
 

- 

■ ■ 

■.,

. 

'

パ
，

'

-

：

'

'.

に
座
し
て
：い
る
。
試.み
に
こ
の
時
の
村
內
持
高
：の
第
五
位
ま
で
を.見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

(

第
七
表)

こ
の
第M

位
六
左
衞
門
が
小
窒. 

:
家
の
祖
で
あ
る
。.因
み
に
こ
の
時
の
村^
-人
の
.：氏
名
と
そ
の
村
內
由
畠
所
持
高
に
於
け
る
順
位
：

(

r
A一
人
.中〕

と
を
あ
げ
て
.み
る
と
次 

-
の
如
く
で
あ
る
0
.

(

第
<
表
>
淸
兵
衞
.€>
.家
が
：何
時
頃
か
ら
不
振
に
念
っ.た

-%
-の
か
、
と
も
角
こ
れ
よ
ヴ
百
年
後
の
寶
曆
九
年

a
:

七
'五
九> 

.に
は

、
、
旣

に

六

：
左

衞

門

ば

本

村

i

l

l
お
り
、
新
田
名
主
は
蕾
郞
と
い̂

位
は
寒
末
ま
で
動
か
な'い
。
寬
文
四
年(

|
六
六
0
'に
：約
七
町
歩
の
田
畑
を
有
し
た
小
室
家
が
、
一
一
百
餘
年
後
の
明
治
■六
年(

一
八
七
三)

.

名主 淸兵衞 1 位
•J 六左衞門 2 ，位

年寄 悠左衞門. 14 位
!/ 次典衞 65 位

理右衞門 28 位
V 善右衞門- 24 .ィ立

U 市左衞鬥 33 、位
.& 孫兵衞 29 位

合 計 . ' 田 . . . . . m

1 滓兵衞 

2 六左衞門 

S 久左衞門 

4 撤兵，衛 

5 加 兵 _

176,010 
77,824 
60,928 

: 53.408 
61,8X7

72,320 
フ 25,503 

23,418 
80,604 
16,416

103,620
62,821
37,5lb
22,804
85,401

第7表 ：f寸內持高表（単位反:

人持高順位表第々表村:i

約
に
三
十
町
步
の
土
地
を
有
す
る
に
至
つ
'た
間
の
過
程
は
殆
ん
ど 

何
事
も
わ
か
ら
な
■い
。.關
東
農
村
の
地
主
層
に
多
‘く
見
ら
れ
る
如 

■ ■，

ぐ
、
貧
農
に
金
を
貸
附
け
、
そ
の
抵
當
と
し
て
取
つ‘た
土
地
を
質' 

地
と
し
て
集
積
し
.て
い
づ
た
も
の
か
、V或
い
は
何
等
か
の
富
の
源 

.泉
を
持
つ
て
い
た
か
杏
か
、
明
瞭
で*
い
。
た
だ
一
.つ

の
手
が
か 

り
と
し
て
小
.室
家
が
酒
迤
業
を
醬
ん
だ
と
い
う
事
實
が
擧
げ
ら
れ 

る
。
江
戶
時
代
の
關
東
農
村
に
於
け
る
备
主
級
の.富
農
は
.、
質
屋
.縠
屋
•滔
造
の
い
ず
れ
か
を
營 

な
む
も
の
が
多
が
つ
た
。
そ
し
て
金
融
業
を
併
也
行5こ
と
に
よ
つ
：て
大
を
な
し
た
の
が
一
般
で
あ
つ 

た
。
.小
室

家

が

麥

倉

村

の

：酒

造

：を
：永

く

獨

占

し

.て
い
た
事
實
は
、
.'
こ
れ
に
よ
る
致
富
を
考
え
し
め
'る
の 

で
：あ
る
：が
、
I

'
の

經

營
收
意
^

C

一
 
念

9
か
S

聋

m

年

C
:A
U
Cま
2

-:
+
セ
年
5

「

酒
造 
一
#•
諸
？

に

ょ

考

酒

造
開
始
當
時
の
經
緯
と
そ
の
大
體
の
規
模̂
を
う
か
が
い
得
る
に
過
ぎ
：な'い
。
.:
'
'

.

.-

:

:

/-
:寶
曆
十
因
年
：

C1
...

七
六
弩 

.

■

:
々
..
 

.■

「

酒
進
丧
株
酒
造
米
高
四
百
三
碧:;
;
:名
主
：.：.
.小
室
憋
助
.
；
：
\
 

、
;'
■:
パ
:
'
, 

.

.
:
, 

:

.

'
.右
者
寬
政
ニf

古
河
：石
町.金右
衞r

方
ん
讓
齔
酒
遙
仕
良

」

、

'

■

'
V
:

 

r
'.
.

:
:
:
■■

之
あ
る
。
.'
:
-

>
:こ
の
#
指
出
帳
ほ
寬
敗
十
：ー#
に
書
替
え
ら
れ
た
も
、の
で
、
：
と9;
事
項
は
^
め
際
追
記
ざ
れ
た
も
の
と.思
：う

。
：
寛
政
ニ
年
へ

(
1

七
九
〇)

か
ら
酒
造
株
を
譲
受
け
て
始
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
消
息
を

「

酒
造
；

.I.

件
諸
事
扣J

に
よ
つ
て
少
し
く
う
か
が
つ

.
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玉
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倉
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學
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誌
第
四
十
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•
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/第一1 .

號 

V
.
-
-
;
. 

::
.
1
.
四
.
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'八
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.
■
.

て
見
ょ
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o
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處
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.
ぐ
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.

ハ > 

.

「
も
恐
書
付
を
以
御^ '
数
奉
御
伺
^

'

V
:
一
 

御
領
分
ず
霖
财
金
右
衞
門
酒
造
本.株
四
百
拾
五m

 
ニ
斗
六
：升
但
八
是
迄
酒' a
米
^

'
合
右
之
內
七
斗
比
込
仕
知
達
而
奉,

見
分
酒
造
仕
候
處
金
右
衛
門
方—
.而
酒
造
相
續
相
成
蒹
勝
手
金
を
.以
私
之
酒
造
株
仕
込
仕
候
七
斗 

共

|

度
私
办
キ
讓
請
酒
造
仕
鹿
奉
願
上
候
、
勿
論
願
之
通
御
聞
濟
被
成
下
候

< 

.
マ
右
之
酒
造
株
讓
請
先
方
^
讓
渡
證
文
取
之
以
来
私
方 

'
-
而

酒

造

篇

寧

存

候
^

段
乍
恐
御
內
意
奉
御
伺
候
ー
取
上
、■■
:

'

'■
:

、

'.

:'
.

'
.
'■■成

.. ：

九
'月
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::
v\
'
.i-
.

:
.
.
-

麥
'
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村

：
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願

人
'
名

主
':
今

室

'.
修

助

.

'

地
：‘方
御

.役
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:
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':
;
"
.

 ̂
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ニ
'
'
'
.
.
'
:
.
'
'

•'
>
■
.
.理
右
衞
門」

. 

こ
.れ
に
對
し
て
，地
方
役
听
の|¥
可
が
卞
り
、へ
小
室
惣
助
と
金
右
衞
門
と
の
間
に
夫̂譲
暴
と
讓
渡
狀
と
が
取
：り
か
わ
さ̂
た
。
.
そ
こ
で 

.次

.こ
'/
@
造
道
具
を
地
方
役
脱
：が
改
め
、
，燒
印
を
押
す
段
取
り
.と
な
％
が
、
：ー
こ
の
時
差
出
冬
れ
た
歡
造
道
具
と
は
次
の
：品
々
で
あ
ぁ
つ
た
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以
下
こ
の
他
に
次
の
如
ぎ
も
の' が
列
擧
各
れ
て
IV
る
。.1

ー.ー
尺
六
寸
ぶII1

尺
貳
寸
迄
桶
四
本9

元
半
切
.五
拾
枚
。

，坪
差
八
本
。

こし

ぎ
貳 

未
。

> 米
洗
半
切
贰
枚
°

賣
場
半
切
壹
枚
。"
お
り
引
半
切
？
ひ
の
ロ
半
切
壹
枚
。
.ロ
小
桶
貳
本
。
ゝ
さ
る
ほ
う
戴
本
。
酒
船
壹
艘
。
志
，や
う
ち 

や
.う
こ
し
き
壹
本
P
: 口
中
榆
寶
本
？
大
釜
蒙̂

.
剩
_

壹
ロ
。
.紙
立
桶
壹
本
。#

桶

1

本
。
こ
札
&

の
諸
道
具
枕
ぃ
づ
れ
も
新
規
に
調
ぇ
，
 

る
た
め
.に
追
々
此
來
次
第
御
燒
印
を
氟
け
た
い
旨
：を
附
記
し
弋
い
る
。

-:
:
,
,
.
''
.
^
^
^
^
^ ̂

」
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•

■

右

の

願

と

，共

：に

_
じ

九

月

サ

七.日
付

を

：以

て

「

時

節

至

：候>
1付新
酒
仕
人
仕
と
て

T

新
酒
造
寒
前
造
寒
造」

の
三
度
御
改
め
を
仰 

ぎ
た
き
旨
を
願
：い
出
て
い
る
。'ご
：れ

に

對

じ

て

同

月

ザ

九

0
地
方
役
所
ょ
り
笠
井
菅
左
衞
門
な
る
も
の
が
差
遺
さ
れ
て
こ
れ
に
當
つ
1た
。' 

ご
の
頃
大
久
保
村
0,
作
太
郞
な
る
も
の
か.ら
醬

油

造

に

：
用

い

.て
い
た
中
桶
並
補
そ_の
他
<0
觀
具
.を
|
|
|
|
け
て
.卜
る

。
.
そ

こ

で

越

え

て

十

月 

.十
五
白
に
は
新
酒
十1云
を
仕
人
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寬 政 2 12 24 60 : 9 6
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- — ---------
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